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織
内
/
日
開
附
ま
ち
づ
く
り
P
ン
ケ

i
ト
に
ご
協
力
い
だ
定
け
ま
し
だ
で
し
ょ
う
か
。
総
会
弘
前
函
づ
く
り
が
沼
組
関

空
ア
ロ
円
か
ら
始
殺
っ
て
以
然
、
一
巾
開
伐
の
慾
さ
ん
の
療
箆
後
反
映
し
た
拠
出
面
総
と
す
る
だ
め
、
広
報
を
漁
じ
て
一
戸
ン

ケ

i
ト
冬
爽
織
し
い
は
り
、
作
業
経
遜
な
ど
後
お
紛
ら
廿
じ
て
議
訟
し
た
。
混
夜
、
察
官
都
機
蛸
細
川
凧
鍛
終
的
核
ま
と

め
の
撃
は
入
っ
て
い
ま
す
。
総
合
計
護
婦
議
で
は
都
き
で
の
戸
ン
ケ
よ
撃
を
髪
室
、
慕
本
橋
翼

線
L

を
作
成
し
ま
す
。
そ
し
て
、
じ
れ
な
4
・待
q
日
号
の
広
緩
氾
欄
間
織
し
て
士
市
開
閉
の
皆
さ
ん
に
後
討
し
℃
い
だ

だ
き
な
が
ら
、

A
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C
選
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会

主

獲

量

議
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撃

権

隠

さ
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霊

ご

養

護

醐

附

議

す

る

事

震

で
管
。
に
こ
に
も
う
一
度
、
合
作
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
巡
本
機
懇
記
つ
い
て
滋
紛
ら
廿
じ
、
今
後
の
市
民
集

会
の
務
管
に
し
て
い
定
だ
き
た
い
と
緩
い
絞
甘
。

H
A杭
糊
閥
務
総
合
計
画
策
定
事
務
局
Hn

総
合
計
百
側
は
「
総
本
総
品
開
叫
「
益
本
の
あ
り
方
や
議
本
的
取
裁
の
労
針
を
ま

慕

本

構

想

詰

ま

ち
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緩

ん

悲

惨

を

合

せ

て

い

い

と

め

た

も

め

が

向

季

語

二

、

昭

、

っ

く

り

の

H

憲
法
g

i
す
が
、
何
よ
り
も
釜
本
と
な
る
め
は
認
す
同
月
作
成
を
目
標
と
し
て
い
ま

一
~
務
本
時
間
想
」
で
す
。
絵
本
紙
問
州
都
で
は
す
a

さ
ら
に
は
、
い
つ
、
何
を
、
ど
の

ま
ち
つ
〈
り
は
、
市
災
と
一
行
政
と
が
わ
山
災
と
一
行
政
と

ZU増
し
た
ま
ち
の
日
〈
ら
い
や
る
の
か
必
殺
め
た
の
が
妥

一
絡
に
な
吋
て
滋
め
て
い
、
の
カ
一
移
僚
が
将
来
陥
ほ
と
し
て
愉
か
れ
、
そ
れ
を
絡
役
一
鯛
い
阿
川
和
む
年
度
に
つ
く
り

火
切
で
す
c

そ
の
時
、
将
来
世
良
泌
し
、
中
内
閣
刊
し
て
い
く
た
め
的
施
策
が
ぶ
怒
れ

総
合
的
か
つ
計
雨
間
約
に
行
政
配
線
め
て
ま
す

J

い
わ
ば
‘
お
が
ま
ち
づ
く
り
を

い
く
ニ
ど
が
滅
後
で
し
ょ
す
。
こ
内
た
す
る
た
め
的
と
い
え
る
も
丹

め
、
点
的
行
政
運
営
内
北
指
針
と
し
て

n
総
合
対
面
ー
が
つ
く
ら
れ
ま
十
〉

市
民
と
陪
が
共
育

で
き
る
自
標
は

総
本
総
絞
め
あ
り
方
?
も
っ
と
も
前
期

療
な
ニ
と
は
、
泌
総
ど
す
る
持
水
晶
体
が

だ
れ
札
に
も
わ
か
り
.
実
現
す
る
た
め
の

縫
策
的
考
え
方
が
、
約
昨
開
口
山
側
か
れ
て

そ
し
て
、
昭
和
的
年
4
N
け
か
旬
新
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お
の
栓
事
が

ス
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し
ま
一
す
。
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療
へ
の
織
の
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議
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ま
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が
、

体
力
イ
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燦
燦
な
銭
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し
て
い
ま
せ
ん
か
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時
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烏
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4月1日から変わります
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機
ぬ
け
陥
問
開
閉
さ
れ
て
い
る
m
何
時
ん
鍵
続
出
判
官
H

一
、
部
会
で
や
念
的
会
場
に
来
る

品
開
被
保
険
剥
暗
証
(
ブ
ル

i
)
は
、
半
年
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、

3
m丹
時
日
以

3
何
月
白
日
で
山
制
限
が
切
れ
‘

4
n
I
門
口
後
で
議
議
地
阪
以
外
的
羽
仁
、
市
山
県
所
緩

か
ら
は
使
用
で
与
な
〈
主
り
ま
す
切

3

本
げ
で
更
新
設
す
を
し
て
く
だ
さ
い
。
-
銭

円
日
日
か
ら
志
向
円
高
率
で
淀
新
町
芸
、
各
会
場
で
詰
車
内
納
税
務
浅

手
管
支
甘
い
ま
j

号
、
新
し
い
同
部
談
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
の
で
、
ど
利
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ど
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後
付
総
陪
午
節
治
時
ケ
り
正
与
、
加
丙
冶

当
地
法
的
お
っ
ち
太
字
市
川
端
絞
め
お
は
、
午
後
1
時
か
ら
4
時
〈
土
山
附
日
は
正
午
…
従

な
る
べ
く
そ
の
日
に
…
抱
緩
手
続
き
を
な
ま
で

)

r

i

i

怒
る
よ
う
お
酬
明
い

L
ま
え
な
お
一
史
綴
V
持
参
す
る
も
の
従
続
滋
知
ハ
ガ
丸
々
、
抑
制
を
軒
央
し
仕
方
は
身
分
を
諒
明
す
る

会
場
い
い
つ
い
て
は
、
ハ
グ
キ
で
滋
知
も
印
蜘
端
、
問
削
除
保
被
保
狭
義
経
、
混
戦
後
も
め
〈
免
許
談
、
間
関
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総
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絞
養
地
寸
)
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た
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分
別
収
集

4
月
1
日
か
ら
実
繕

後1!li員総後池{ム
筒町中へ。密収f査は専

門内工場で晃草撃します。

ー
出
向
し
方

l

〈
現
行
)
今
ま
て
使
用
淡
絞
逗
地
は
ビ

ニ
ー
ル
絞
心
入
れ
、
同
月
2
一
凶
的
資
総
会

組織
Ar
こ
み
の
収
賄
制
院
に
、
雄
弁
こ
み
の

努
所
ヘ
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

i
容
器
mw
配

布

ua

(
変
質
後
〉
河
2
図
的
安
晶
、
機
介
ご

み
的
印
税
愉
曜
日
い
、
各
ス
テ

l
ン
ヨ
ン
に

e
H
F泊
念
、
後
熔
銅
山
帆
間
同
体
を
減
じ
て

仙
紙
榔
取
し
た
あ
い
絞
め
総
電
池
入
苔
務

3
月
中
に
お
配
り
し
寧
す
c

(
手
宵
州
~
い
い
枇
札
従
抽
出
だ
け
や
し
入
れ
て
い
た

ご

E

t

;

i

容
器
の
保
管
討
a

f
l
 

乾
援
協
人
以
持
問
習
は
、
戎
換
問
問
的
約
ロ
問

…
翁
奴
・
持
説
・
災
院
内
在
韓
耐
〉
と
附
同
州
怖
に

品
ス
テ

I
シ
AYJご
と
に
保
管
し
て
い

た
だ
静
ま
寸
ロ

能
用
淡
動
枇
榊
臥
ぬ
叫
的
分
別
級
惑
に
つ
い

て
は
、
河
』
備
に
災
ぬ
で
き
る
よ
う
、
市

民
的
殺
さ
ん
の
こ
務
然
と
に
協
力
を
お

綴
い
し
ま
す
。
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後
さ
ん
の
ご
閉
隅
カ
で
分
別
L
て
治
さ

れ
た
が
戦
域
泌
は
、
専
門
会
ム
親
切
で
処
刑
崎

し
ま
す
む

すも

一護人一

一
撃
ム
げ
一

幅
一
一
時
入
響
、

3
月
1
絞
殺
絞
殺
孫
子
市
に
緩
徐
し
、
校
〈
長
四
槻
州
十
一
般
も
含
む
)
に
入
学
す
る

止
の
婆
件
に
叫
悩
殺
す
る
母
ヰ
家
向
臓
の
お
児
童

5

子
き
ん
に
、
入
学
お
よ
び
総
絞
祝
金
が

wv
鋭
戦
中
学
校
本
議
後
齢
制
絞
す
る
況

喜

善

れ

手

。
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絡
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縦
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幾

何

間

住

民
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が

心

身
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書
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等

し
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母

子

霊

童

母

子

議

室

会

は

、

我

孫

子

市

仁

川
父
か
ら
1
年
以
上
波
棄
さ
れ
て
い
廷
内
部
品
明
番
が
あ
れ
ば
平
婆

)ω
戸
総
仲
は
ん
で
い
る
母
子
総
嬬
家
庭
的
お
惨
事

る

総

本

(

鈴

子

短

栓

捻

滋

滅

的

鐙

明

書

が

ん

の

絡

ま

り

で

す

。

総

統

、

3
4
5名

山
間
父
が
五
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
あ
れ
ば
叩
小
幾
)
師
会
災
が
お
り
、
プ

i
ん
や
ア
ス
レ
チ

雪

霊

祭

1
年
以
上
明
ら
か
で

Z望
液

量

不

謹

に

義

L

J
に
行
っ
た
り
、
ク
リ
ス
支
今

な

い

で

あ

る

母

子

本

版

に

は

、

母

千

倍

社

後

検

出

峨

相

殺

・

貸

付

品

滅

的

鍛

談

な

ど

を

行

m来
機
内
務
内
子
選
関
門
が
紛
閉
し
手
続
き
合
い
た
し
ま
す
e

っ
て
い
草
す
a

入
会
希
緩
和
制
は
、
母
子

V
入
学
小
学
校
、
中
学
校
、
成
門
絡
が
登
録
し
て
い
な
い
主
は
、

3
刃
6
隠
ま
福
絞
捻
滋
災
か
児
童
家
庭
裁
に
ど
波
内
相

く
だ
さ
い
や

V
向
い
骨
わ
せ
究
波
紋
縫
察

品
料
係
子
市
は
、
総
和
船
年
4

同月
1
悶M
か
ら
塗
築
基
樵
泌
総
前

条
町
2
町
議
ん
絡
に
よ
る
建
築
束

事
を
設
設
し
、
間
桝
港
特
定
行

総
ぬ
け
と
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し

p
z
 こ

れ
に
線
竹
次
の
事
務
を

出
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ー
ル
は
ゆ
弘
、
活
銭
等
的
小
州
問
附
間

建
築
物
的
縁
組
都
機
内
部
お
よ
び
検

殺
2
仲
除
名
金
融
公
時
却
の
総
計
審

査
起
よ
H
V
糊
州
場
挙
事

3
道
路
泣
遂
翠

な
い
品
、
中
期
現
楼
以
上
め
緩
築

物
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り

擦
で
行
い
ま
寸
ゅ
部
し
く
は
次

努
に
持
載
し
ま
す
e

V
酬
問
い
合
わ
せ
建
線
機
謙
一
線

思
J

位

金
曜
叫
一
良
鶴

で
に
Mm緩
滋
柳
町
議
に
申
諮
畿
を
縫
践
し

て
く
だ
さ
い
ω
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離
骨
輸
棚
審

欄

韓

鍋

鶴

学
議
絞
殺
門
主
C
は
も
禁
欲
さ
立
ど
て

子
ど
も
の
政
側
紺
後
を
お
宅
で
み
ら
れ
な

い
家
庭
に
対
L
、
漁
ゆ
脱
出
附
官
山
主
打
っ
て

い
ま
寸
。
対
象
は
小
学
般
的
総
学
年
で

す
。
千
万
も
た
ち
が
「
カ
ギ
ァ
チ
い
叶
一
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湾
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縫
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仲
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仏
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潔
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滋
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滋
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。
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験
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叫
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潟
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叩
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ら
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仏
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